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2E06 
Un-captured GDP 

イノベーション通念の刷新 – フィンランド科学アカデミーの挑戦 
 

○渡辺千仭（フィンランド ユヴァスキュラ大学） 
 

1. 序 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進は、今までにない新たなｻｰﾋﾞｽを生み出す。

それは、国民選好のｼﾌﾄにﾏｯﾁする。だが、その価値は、必ず

しも GDP の枠組みでは計測されない。昨年発表したこの計測

の試みは、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ科学ｱｶﾃﾞﾐｰの戦略研究に取り上げられた。 

このような Un-captured GDP は、事業ﾓﾃﾞﾙを刷新して新た
な価値を生み出すｳｰﾊﾞｰのﾗｲﾄﾞｼｪｱﾘﾝｸﾞ革命にも符合し、そ

のﾓﾃﾞﾙの分析を促した。そして、それは、大躍進と法廷闘争と

の好対照をあぶり出し、政労使に加えて利用者も一体となっ

た社会的課題への協挑戦こそが鍵となることを明らかとした。 

それはさらに、過去の情報の過剰利用といわれるﾄﾗｽﾄﾍﾞｰｽ

の事業ﾓﾃﾞﾙを浮き彫りにし、時空間を超えた眠れるｿﾌﾄｲﾉﾍﾞｰ

ｼｮﾝ資源の取り込みこそがﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉｲﾍﾞｰｼｮﾝの要となることを

明らかにし、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ通念を刷新するに至った。 

2. イノベーションの新潮流 

(1) デジタル先進国のジレンマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 共進的メガトレンドのシフト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2．ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ固有の共進的ﾒｶﾞﾄﾚﾝﾄﾞのｼﾌﾄ. 

(3) Un-captured GDP 
1) ICT 発展の罠 – ICT の二面性 

Un-captured GDP の源泉は、ICTの二面性に賦存 [2]。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

2) Un-captured GDP – ICT リーダー国の計測・比較 
ICT 大国ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの Un-captured GDP を計測 

(詳細、参考文献 [17], [22])。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3) 新メガトレンドへのスピンオフ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 3．ICT の二面性. 

 

図 4. ICT ﾘｰﾀﾞｰﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの Un-captured GDP の推移比較 (1994-2013). 

 

 

 

 
図 5．ICT ﾘｰﾀﾞｰの新ﾒｶﾞﾄﾚﾝﾄﾞへのｽﾋﾟﾝｵﾌ比較 (1996-2013). 
 

図 1. ICT 先進 12カ国の成長率、競争力、福祉・幸福比較 (2013). 

 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ下で、世界の

ICT ﾘｰﾀﾞｰは、「低成長・高福祉」

と「高成長・低福祉」の好対照。 
 

この好対照は、次のﾒｶﾞﾄﾚﾝ

ﾄﾞのｼﾌﾄ    に依拠。 
Un-captured 

GDP が 
 
 

急速に 
ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｱｯﾌﾟ 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞがｲﾝﾀ

ｰﾈｯﾄの躍進に

呼応して、Un- 
captured GDPを
軸とする新共進

ｻｲｸﾙに移行し

ているのに対し

て、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

は、依然、在来

的共進ｻｲｸﾙに

固執 [17], [ 22]。 
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2E06 
Un-captured GDP 

イノベーション通念の刷新 – フィンランド科学アカデミーの挑戦 
 

○渡辺千仭（フィンランド ユヴァスキュラ大学） 
 

1. 序 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの躍進は、今までにない新たなｻｰﾋﾞｽを生み出す。
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のﾓﾃﾞﾙの分析を促した。そして、それは、大躍進と法廷闘争と

の好対照をあぶり出し、政労使に加えて利用者も一体となっ

た社会的課題への協挑戦こそが鍵となることを明らかとした。 

それはさらに、過去の情報の過剰利用といわれるﾄﾗｽﾄﾍﾞｰｽ
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(3) Un-captured GDP 
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図 3．ICT の二面性. 
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図 5．ICT ﾘｰﾀﾞｰの新ﾒｶﾞﾄﾚﾝﾄﾞへのｽﾋﾟﾝｵﾌ比較 (1996-2013). 
 

図 1. ICT 先進 12カ国の成長率、競争力、福祉・幸福比較 (2013). 
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4) 革新的ビジネスﾓﾃﾞﾙの胎動 

以上の潮流下で、注目すべき革新的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙが胎動。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.ウーバーのライドシェアリング革命 

3.1 ICT 主導破壊的ビジネスモデル (IDBM) 
(1) ICT スピンオフの寵児 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2) ウーバーの躍進 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ICT 主導破壊的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (IDBM) のﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑ.  
 
 
 
 
 
 
 

3.2 ICT 主導破壊的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの帰趨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.3 ICT 財・サービスの特徴  

– ウーバーの躍進・法廷闘争の源泉 

(1) 特 徴 

 
 
 
 
 
 

(2) ICT 固有機能 

 
 
 
 
 
 
.  非計測 GDPの計測 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
図 9. ウーバーの発展軌道- 利用者の急増・価格の急低下・

Un-captured GDP 創出 (2011/5-2015/9, NYC). 
 

 
図 10.  ICT 主導破壊的ビジネスモデルのダイナミズム   

     ICT-driven Disruptive Business Model (IDBM). 
 

図 8. ウーバーのスピンオフ ダイナミズム. 

 
1) 自己増殖性 

表 1 ｽﾋﾟﾝｵﾌ比較:ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ vs ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾀｸｼｰ vs ｳｰﾊﾞｰ 

中でも、ICTの寵児たるｳｰﾊﾞｰのﾗｲﾄﾞｼｪｱﾘﾝｸﾞ革命は、 
世界的ｲﾝﾊﾟｸﾄ [18]。 

その躍進は、Un-captured GDP        

創出と同軌。 
 

そのﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

は、ICT の躍進に

依 拠 し た IDBM 
[18]。 

IDBM をもとに 
世界に雄飛。 

同時に各地で、

法廷闘争が続発し

て、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙに

疑問符。 

躍進・ﾊﾞﾄﾙの好対
照の源泉は、ICTの
本質に依拠。 

ｳｰﾊﾞｰの自己

増 殖 性 依 存

は、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞの
Un-captured 
GDP 同様普及

軌道から確認。 

自己増殖性に根差したｽﾋﾟﾝ

ｵﾌ、ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾝの柔軟

性が要諦。 
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2) ロジスティック成長の二極化軌道 

ICT固有のﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ成長の内包する二極化軌道の宿命も 
看過できない重要な特徴 [11]。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
3) ICT の二面性 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
図 
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3.4 法廷闘争の構造的要因 

(1) スピンオフに必要な適度な成長テンポ 
 
ｽﾋﾟﾝｵﾌの発現には、適度な成長ﾃﾝﾎﾟが鍵。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(3) 受け入れ都市のｲﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾝの柔軟性 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16.中央集中賃金設定と組合・労働協約依存性との相関 
(1990 年代末の代表 19 か国）. 

CBA: Collective bargaining agreements (労働協約）. Union and CBA density = 
(Union density + CBA coverage)/2 
Source: Warner (2002). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

図 13. ロジスティック成長の二極化軌道. 

図 14. 共進的内生化のダイナミズム. 

 

 
図 17.ウーバー展開と受け入れ適合性の支配要因. 

 

 

ICTの自己増殖特性、そ
れに根差したｽﾋﾟﾝｵﾌは、ｲ

ﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾝの柔軟性を

前提に発現。 
 
ｳｰﾊﾞｰ導入に関するこの

柔軟性は、受け入れ国/都
市の賃金設定の柔軟性に

如実に反映。 
 
これをもとに、主要 16国/

都市の対応を、賃金設定

の「柔軟国」8 か国、「硬直

国」8 か国に峻別して、詳

細分析。 
 
以上から、ｳｰﾊﾞｰ導入の

適合性は、第一に、受入国

/としのｲﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾝの柔
軟性及びｳｰﾊﾞｰ展開のﾃﾝ

ﾎﾟで検証。 

二極化軌道の宿命のｲﾝﾊﾟｸﾄは、ICTの二面性から派生。共進的内生化が不可避の選択 [14]。 

図 15. ウーバーの成長テンポ比較  

表 2 成 長 テ ン ポ と 自 己 増 殖 性               
(NYC, 2013 年 6 月– 2015 年 9 月) 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱは、ｳｰﾊﾞｰを円滑に導入し、

相互に受益。独は、法廷闘争。仏も同様。 

賃金決定柔 
軟性世界ﾗﾝｸ 
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表 2 成 長 テ ン ポ と 自 己 増 殖 性               
(NYC, 2013 年 6 月– 2015 年 9 月) 
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(3) インスティテューションとの共進・遊離 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 18. ウーバーの ICT 主導破壊的ビジネスモデルの 

インスティテューションとの共進・遊離. 

 
(4) 共進的内生化 

社会的課題の一体的解決を目指した ICT 主導破壊的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ 
(IDBM with CCSD) への発展   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.5 成功モデルの教訓 
3.5.1 社会的課題の一体的解決を目指した ICT 

主導破壊的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ  (IDBM with CCSD) 

(1) 社会的課題の一体的解決 (CCSD) の成功例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 高度デジタル学習 － 信頼との共進 
4.1 IDBM with CCSD の帰趨としての信頼との共進  

(1) IDBM with CCSD の帰趨  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 21．IDBM with CCSD の帰結. 

(2).在来的共進からﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの共進へのｽﾋﾟﾝｵﾌ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 22．ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝのｽﾋﾟﾝｵﾌﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑ. 
 

4.2 ICT、信頼、高度教育の共進 
(1) 20 か国の構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2). ICT 主導教育の高度化軌道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 24．世界 120 か国の ICT 主導教育の高度化軌道 (2013). 

 

 
図 19. 社会的課題の一体的解決を目指した ICT 主導

破壊的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ (IDBM with CCSD) のｽｷｰﾑ. 

 

表 3 共進的発展成功国の社会的課題の一体的解決 (CCSD) 

 

(2) 政労使三者構成原則 (Tripartism) 成功の教訓 

 

 

図 20.社会的課題の一体的解決 (CCSD) の構図. 

 

 

 

 

図 23-2. 高度教育 (2013).   図 23-3. 信 頼 (2013). 

図 23-1．ICT (2012-15 平均). 

 

3.5.2 IDBM with CCD への注目 

IAC: ICT 先進 12 か国 
ISC: ICT ｾﾐ先進 2 か国 
IGC: ICT 発展途上 6 か国 

好対照の両ｸﾞﾙｰﾌﾟを、ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾝの共進・遊離面から比較検証。 

ｳｰﾊﾞｰ導入

成功国は、

社会的課

題の一体

的解決を

志向して

共進化に

成功。 

中でもｼﾝ

ｶﾞﾎﾟｰﾙ等

の伝統的

な政労使

の三者構

成原則の

奏功が注

目。 

同原則は、相互の信頼に依拠。 

政労使に利用者も加えて一体となった 

社会的課題への協挑戦 (IDBM-CCSD)が

鍵。ﾄﾗｽﾄﾍﾞｰｽの事業ﾓﾃﾞﾙを示唆。 

以上の示唆を得て、「過去からの情報の過剰利用」 [6] 

たる 「信頼」 に注目して、ICT の進展、教師等への信頼、

教育の高度化の共進のﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑを分析。 

この共進は、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾉﾍﾞ

ｰｼｮﾝのｽﾋﾟﾝｵﾌに符合。 

世界 20 か国を 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟに

分けて、共進化を分析。 

ICT の進展に応じて、教育

はﾛｼﾞｽﾃｨｯｸに高度化。 
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図 26. 20 か国のハイブリッド教育の発展軌道 (2013). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) ICT の教育への同化・活用ステージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 27．ICT の教育への同化・活用ステージ. 

 

 

 
 

  

IAC (ITC 先進 12 か国）、

ISC (同ｾﾐ先進 2 か国) は、

信頼の向上に応じて教

育も高度化するが、IGC 
(同発展途上 6 か国) は逆に

教育ﾚﾍﾞﾙが低下。ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙ学習に教師が追随で

きないこと等に起因。 
 
ICTの進展は、IACの

信頼を向上させるが、

IGC のみならず、ISC も

信頼を低下。 
 
の想定外の信頼低下

は、ICTの進展ｽﾃｰｼﾞに
起因。 

 
これに基づき、改めて

ICT の進展と教育高度

化の相関を精査すると、

一般の想定に反して、

IGC は、ICT の進展が、
教育高度化を阻害して

いることが判明（ IAC, 
IGC は想定通り正の相

関）。 
 
これは、IGC から IAC

への移行過程にある

IGC が、ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ型学習

への移行と伝統的教育

手法に固執する教師の

抵抗のはざまに遭遇し

て、ICT の進展を本来

的に活用し得てないこと

に起因。 
 
この問題は、改めて、

高度ﾃﾞｼﾞﾀﾙ学習におけ

る ICTの教育への同化・
活用ｽﾃｰｼﾞの課題をｸﾛ

ｰｽﾞｱｯﾌﾟ。 
 

ICT の教育への同
化・活用は、創成・

応用・普及・変質の
4 ｽﾃｯﾌﾟで進展。 
 
変質段階に至り、
過去の情報の過剰

利用に立脚した信
頼の向上・教育高
度化・さらなる ICT 
進展の共進が可
能。 IAC のみがこ
れを達成。 
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4.4 高度ﾃﾞｼﾞﾀﾙ学習環境に向けての共進的内生化 
  - 過去から入手しうる情報の取り込み 

(1) 好循環サイクルの再構築 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 時空間ソフト資源の共進的内生化 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 29. ICT主導破壊的ビジネスモデルの共進的内生化対象. 

 

5. 結 論 
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図 28．過去から入手しうる情報の取り込みによる共進的内生化のダイナミズム.  
 
 

ICT の進展は、その二面性の結
果、限界生産性低下の悪循環を
招来。ﾊﾟｰﾄﾅｰの活力を取り込んだ

共進的内生化が不可避の持続成
長戦略。 
 
高度ﾃﾞｼﾞﾀﾙ学習が希求されて

いる中で、IAC (ICT 先進国)は、
ICT の教育への同化・活用ｽﾃｰｼﾞ
において、過去の情報の過剰利
用に立脚した信頼の向上を実現

する段階に移行。 
 
これは、教育の高度化、さらなる

ICT の進展の共進を促し、教育高
度化に向けた高生産性軌道への

持続ｼﾌﾄを可能にし、ICT 進展の
罠を超克。 
 
その結果、教育高度化の限界

ICT 誘発性を持続的に向上させ、

過去から入手しうる情報のさらなる
過剰利用を促し、信頼を向上させ
て、教育高度化、さらなる ICTの進
展の共進を実現。 
 
これを通じて、従来不可能であ

った ICT 主導の教育高度化ｻｰﾋﾞ
ｽの吸収・適用を実現。これは、

Un-captured GDP の創成に他なら
ない。 

「過去の時間」の取り込みにより共進的内生化を図る IAC の高度ﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙ学習戦略は、時空間ｿﾌﾄ資源の共進的内生化によってｲﾉﾍﾞｰｼｮ

ﾝを創成する新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを示唆。 

Un-captured GDP は、国民選好の経済価値を超えた社
会文化価値等超機能への志向にﾏｯﾁし、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのさらな

る躍進を加速する新たな共進的ﾒｶﾞﾄﾚﾝﾄﾞへのｼﾌﾄを促す。 
 

ICT の寵児ｳｰﾊﾞｰのﾗｲﾄﾞｼｪｱﾘﾝｸ革命は、このｼﾌﾄに沿っ
て、ICT 主導の破壊的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ（IDBM）を創設し、世界に

一気に雄飛した。だが同時に少なからぬ国で法廷闘争をﾞ

惹起させ、政労使＋利用者が一体となった社会課題解決指

向のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ（IDBM-CCSD）の必要性を認識させた。 
 
これは改めて 「過去から入手しうる情報の過剰利用」 に

則ったﾄﾗｽﾄﾍﾞｰｽの事業ﾓﾃﾞﾙの時代性を浮き彫りにした。 
 
高度ﾃﾞｼﾞﾀﾙ学習希求下での 「過去の時間」 の取り込み

により共進的内生化を図る ICT 先進国の高度ﾃﾞｼﾞﾀﾙ学習
戦略は、時空間ｿﾌﾄ資源の共進的内生化によってｲﾉﾍﾞｰｼｮ
ﾝを創成する新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを示唆するに至った。 

 
引き続き、「過去の追憶」や、「未来の夢」 を取り込んで、

共進的内生化を図るﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの追求が期待される。 
 
 




